



































れていると言うことが以後の議論の出発点となっていった。さらに Jonathan Hall は，ペ
ルシア戦争の体験が，ギリシア人のアイデンティティを形成し，ギリシア人と異民族とを

































も祭式も共通であるし，生活様式も同じであることで（τὸ Ἑλληνικόν ἐὸν ὅμαιμόν τε 








５　‘≪Barbaroi≫ in Attic (and Greek) Inscriptions’ というタイトルで2015年６月15日に































































































11　LSJ のbarbaros の項でも，I に「異民族，非ギリシア人」と説明した後，II において，「ペ





















































































　あるいはバルバロイに与してギリシアを隷属させるのか（ἢ μετα τῶν βαρβάρων 










































の語はペルシア人ではなく，ヨーロッパに住む異民族に対して用いられている（IG II2 43= 
RO 22, 15-20）。そして前325/４年に成立したアドリア海植民に関する決議では，「ギリシア
人であれ異民族（バルバロイ）であれ海を航行する者は」と記され，ここでもバルバロイとい
う言葉は単に「非ギリシア人」を指し示す言葉として使われている（IG II2 1629，226−228 = 




































25　Dem. 3. 17; 3. 24; 19. 305; 19. 308; 19. 327など。
26　マケドニア人のアイデンティティに関するギリシア人の認識と現実のマケドニア - ギリシ
ア関係との複雑な関係については，澤田（2010）を参照。






















28　SEG 22. 506 = RO 84b, 8-10.
29　Die Inschriften von Priene (Bonn 2014) Nr. 1, 2-4, 9-13. 「ギリシア人」という補いを含む
新しい補いによるテキストは，Thonemann（2013）にもとづくものである。原文：τῶν ἐν 
Ναυλόχωι κ̣[ατοικούν]|των ὃσοι μέν εἰσι̣[ν Ἕλλενε]ς̣, αὐ̣τ̣ο̣|[νό]μους εἶναι κα̣[ὶ ἐλευθ]έρους……… 
τὸ δὲ̣ […c. 5..] κ̣αὶ Μυρσ[--c. 5-9]| [κ]αὶ Π.[..c. 3 καὶ τὴν προσοῦσαν] χ̣ώραγ|[γ]ι̣νώσκω ἐμὴν εἶναι, 





















































31　IG II2 677 = IG II3 1 1034, 1-6. 決議年代については諸説あるが，近年は一般に前250/49年
ころと考えられている。





（Athens）において，‘Transformation and Re-Creation of Memory through the Ages: Local 
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